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西
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多
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多
ア
ー
ロ

‐２
月
９
日
、
日
本
共

産
党
夕
張
市
委
員
会
で

は
、
市

民
の
み
な
さ
ん
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
１
２
０
通

ほ
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回

答

を
も
と
に
、
市

長

に

対
し
緊
急

要
請
を
行
い

ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

か
ら
は
、
「
仕
事
が
な
い
」

「
国
保
料
、
医
療
費
の
負

担
が
重
い
Ｌ

少
な
い
年

金
で
や
り
く
り
が
大
変
」

Ｆ
」ど
も
つ

」と
が
心
配
」

「
除
雪

・
屋
根
か
ら
の
落

雪
処
理
が
大
変
」
な
ど
、

ど
れ
も
切
実
な
悩
み
と

先
の
見
え
な
い
不
安
の
な

か
、
「
市
に
は
財
源
が
な

い
か
ら
」
と
、
市
民
は
ガ
マ

ン
し
て
い
る
様

子
が
う
か

が
え
ま
す
。

し
か
し
、

①
今
年
度

の
普
通
交
付

税
等

（臨
財
債
含
む
）
は
、

当

初

予

算

時

見

込

み

（
３９
億
２
千

万
円
）
よ
り

も
、
１
億

７
千

万

円
も

余
計

に
配
分
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
②
緊
急
雇

用
創
出
事
業
が
全
道
市

町
村
で

４０
億

円
上
づ
み

が
、
③

Ｈ
月

２６
日
議
決

さ
れ
た
国
の
補

正
予
算

関
連
で
、
地
域

活
性

化

交
付
金
数
千

万
円
の
配

分
が
予
測

さ
れ
、
普

通

交
付

金

は
、
９
月
補

正

で
９
百
万
円
使
い
ま
し
た

が
、
な
お
１
億

６
１
０
０

万
円
も
余
し
て
い
ま
す
。

こ
の
余

っ
た
お
金
を
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
「
ほ

と
ん
ど
を
起
債
償

還
に

ま
わ
す
」
の
で
は
な
く
、

市

民
の
悲
痛

な
声
に
こ

た
え
る
政

策

、
市

長

の

公
約
で
あ
る
「
安
心

。
安

全
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推

進
し
、
市

民
生
活
向
上

と
若
者
や
子
育
て
世
代

の
定
着

の
た
め
に
使

っ
て

ほ
し
い
と
、
次
の
項

目
に

つ
い
て
緊
急
要
請
し
ま
し

た
。

ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ

ン
、
小

児

用
肺

炎
球

菌

ワ
ク
チ
ン
を
実

施

す
る
た
め
、
道
に
基
金

が
設

置

さ
れ
ま
す
。

夕
張

市
で
も
１
月
か

ら
実
施
を
。

●
子
ど
も
（
病

児
保

育

等
）
緊
急
サ
ポ
ー
ト
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
で
子

育

て
世

代

の
支

援

を

。

●
学
童

保

育

と
児

童

館

を

各
地
域

・一・卜．

姜
キ
業
半

子
姜

キ
キ
驀
半

姥
統

７

●
市
の
執
行
体
制
維
持

の
た
め
、
新
規
雇
用
の

繰
り
上

建
設
業

者

等

を
使

い
、
老

朽

化
し
た
市
営

住
宅
の

解

体

整

理
を
行
な
っ

工
雇
用
の
創
出
を
。

●
失
業
者
や
高
校
生
を

対
象
に
、
介
護
ヘ
ル
パ

ー
講
座
の
無
料
実
施

を

。

●
要
支
援
や
低
所
得
者

に
向
け
た
家
事

援
助

の
安

心
生

活
支

援

ヘ

ル
パ
ー
制

度

を
創

設

し
、
雇
用
の
創
出
を
。

●
秋
田
県
の
よ
う
に
、
就

職

希

望
者
に
対
し
て

運
転
免
許
の
取
得
等

に
補
助
金
を
。

●

公

園

整

備

や
除

排

雪

・
滑

り
止

め
の
砂

袋
詰
め
作
業
な
ど
を

事
業
化
し
一雇
用
を
。

●
市
や
石
炭
博
物
館
等

の
貴

重
な
資

料
の
整

理

二
て
ン
タ
ル
化
な
ど

で
若
者
２
屋
用
を
。

●
石
炭
博
物
館
の
存
続
、

坑
内
補
修
作
業
の
専

門
技

術
職

の
研
修

・

一屋
用
を
。

緊急要請には、夕張市理事関下祐二氏が応対

姜
姜
キ
■
キ
キ
Ｘ
キ

子

飼
警

量

の

誓

‐

・

驀
半
姜

美
栄
姜
姜

美
子

●
国
が
５
割
負

担
の
国

保
料
軽
減
事
業
を
実
施

し
、
全
医
療
機
関

・住
民

に
徹
底
を
。

■
■
■
■
■
■
■

着
キ
業

■

■
姜
キ
姜
姜
子
姜
業
業
姜

●
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
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り

「
単
〓
暑
保
請
怖
就
硝
胡
動
晦
墨
鼻
朋
で
」

印
幅
儡
ほ
勁
継
強

Ｓ
新
婦
人
夕
張
支
部
５

・９
申
し
入
れ
て
い
た
、
「学

に
は
、
と
て
も
不
便
で
大

期
童
保
育
は
地
域
の
保
育

変
で
す
。
若
い
世
代
が
働

『
所
で
」の
件
で
、
１１
月
３。
き
続
け
ら
れ
る
夕
張
を

ｏｌ
日
、
福
祉
課
長
を
含
め

第

一
に
考
え
て
充
分
に

７２
３
人
の
担
当
者
（市
長
は

検
討
し
て
欲
し
い
」
と
、

３。９
調
整
が
取
れ
ず
欠
席
）と

強
く
訴
え
、
要
請
書
を

５２．
懇
談
を
し
ま
し
た
。　
　
　
渡
し
ま
し
た
。

興

趾

型
蒙

蹂

れ

ＥＬ

沢
小
学
校

一
校
で
」
と
い

２ Ｔ

ぅ
方
針
が
伝

え
ら
ま
し

の
た
。勢̈
ユ碕

日本共産党の地域新開 発行所 :日 本共産党夕張市委員会 夕張市

国連 N00新 日本婦人の会 童
保
育
所

で
は
子
育

て
中

の
方

々

12月 H日 (土 )清水沢研修センタ
ーにおいて、第 42回新 日本婦人の
会夕張支部大会が、「誰もが安心し

て暮らせる世の中を !運動と仲間作
り大きく」をテーマに開かれました。

久世支部長の挨拶のあと、来賓の

夕張労連議長の筒井さん、日本共産

党の熊谷桂子さんが、挨拶されまし

た。

大会では、この一年 間、平和の間

題や子ども・教育の問題、くらしと運

動など、仲間と共にあゆみ。活動して

きたことが報告されました。

また、「来年も、班をよりどころにした

活動を、楽しく明るく元気につくり出そ

う」と討議・確認されました。

た に を 品 廃 て 状 の 同 習 し°
つ 創 化 プ 再 に 木 氏 会 を
い 造 な ラ利 つ 質 は を テ
て す ど ス 用 く部 樹 開 l

報 る 地 チ す り を 木 き マ

市

民

ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク

で
は
先

日
、　
元

北
大
教

授
大
友

詔
雄
さ

ん
を
招

仕
事
お
こ

と
し
た
学

ま
し
た
。

や
農
作
物

ペ
レ
ツ
ト

燃
料
と
し

る
こ
と
や

ッ
ク

の
商

域

に
産
業

研
究
成
果

告

し
ま
し

そ
の
中

で
メ

ロ
ン
農

家

の
廃
ビ

ニ
ー

ル
の
再

利
用
は
ま
だ
研
究
段
階

に
あ
り
、
実
現
可
能
に

な

る

ま

で
貯

蔵

し

て

は
‥
と

の
構
想
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
夕
張

の
豊
富

な
木
材

の
利
用
を
木
質

バ
イ
オ

マ
ス
ボ
イ
ラ
ー

に
向
け
て
研
究
し
て
は

ど
う
か
と

の
提
言
が
あ

り
ま
し
た
。

は
伊
達
市
で
永
井
勢
　
　
師

へ
の
補
助

津
子
市
議

・
吉
野
英
　
　
卜
。

こ
れ
で

雄
党
伊
達
市
委
員
長
　
　
率
向
上
ど
こ

と
関
係
団
体
を
訪
れ
　
　
な
い
。
地
場

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
つ
て
い
る
大

農
協

の
佐
藤
哲
組
　
　
の
加
工
場
は

合
長
は
酪
農
業
を
営
　
　
な
る
の
か
」

み
な
が
ら
、
東
京
や
　
　
が
語
ら
れ
、

札
幌
、
胆
振
管
内

へ
　
　
場
の
小
林
伸

と
足
を
運
び
Ｔ
Ｐ
Ｐ
　
　
は

「
生
産
者

反
対
を
訴
え
続
け
て
　
　
は
直
結
し
て

い
ま
す
。
佐
藤
さ
ん
　
　
と
心
配
の
声

は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
は
　
　
て
い
ま
し
た

「
農

家

の
わ

が

ま
　
　
　
一一一
日
に
終

ま
」
で
は
な

い
と
強
　
　
臨
時
国
会
は


